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て
、
県
・
国
に
引
き
続
き
働
き
か
け

ら
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
地
域
で
効
率
的
に
活
用
さ
れ

て
い
る
好
事
例
を
収
集
の
う
え
、
全

市
的
に
周
知
す
る
な
ど
し
て
一
層
の

推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

イ　

施
設
の
長
寿
命
化
活
動
の
推
進
に
つ

い
て

　
　

農
業
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

施
設
の
長
寿
命
化
活
動
に
つ
い
て
積

極
的
な
指
導
・
支
援
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
制
度
改
正
に
よ
り
希
望
す

る
事
業
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
、
県
・

国
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

⑶
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
村
を
活
性
化

す
る
支
援
に
つ
い
て

ア　

新
規
就
農
者
の
育
成
支
援

　
　

認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
が
い

な
い
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
今
後
、

地
域
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
農
業
者
と

し
て
、
「
定
年
帰
農
者
」
や
農
業
と

他
の
仕
事
“
Ｘ
”
を
組
み
合
わ
せ
た

「
半
農
半
Ｘ
」
な
ど
多
様
な
形
態
で

新
規
就
農
を
促
す
支
援
を
検
討
さ
れ

た
い
。

イ　

農
業
者
以
外
と
共
同
し
て
進
め
る
施

策

　
　

農
産
物
を
生
産
、
加
工
す
る
企
業
を

募
集
す
る
な
ど
、
農
業
者
と
と
も
に

地
元
の
農
業
を
活
性
化
す
る
施
策
を

検
討
さ
れ
た
い
。

⑴
被
害
防
止
の
対
策
に
つ
い
て

ア　

サ
ル
に
よ
る
被
害
は
、
農
作
物
の
み

な
ら
ず
、
家
屋
な
ど
の
損
傷
が
非
常

に
深
刻
で
す
。
既
存
の
サ
ル
被
害
対

策
補
助
制
度
に
加
え
、
さ
ら
な
る
充

実
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
サ
ル
の
捕
獲
に
係
る
保
護
政

策
を
見
直
す
よ
う
、
県
・
国
に
働
き

か
け
ら
れ
た
い
。

イ　

電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
の

防
護
柵
は
、
鹿
・
猪
の
被
害
対
策
と

し
て
非
常
に
有
効
だ
と
評
価
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
堅
固

な
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
材
料
費
や

そ
の
設
置
費
用
が
高
額
に
な
る
た
め
、

補
助
を
半
額
以
上
に
す
る
な
ど
し
て
、

設
置
に
対
す
る
支
援
を
よ
り
一
層
充

実
さ
れ
た
い
。

ウ　

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
を
整
備
す
る
補

助
事
業
に
つ
い
て
、
採
択
件
数
を
増

や
す
よ
う
、
県
・
国
に
働
き
か
け
ら

れ
た
い
。

⑵
個
体
数
減
少
の
対
策
に
つ
い
て

　

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、
猪
・
鹿
の
大
型

獣
に
加
え
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ア
ラ
イ
グ

マ
・
タ
ヌ
キ
等
の
中
型
獣
に
よ
る
も
の
も

深
刻
で
す
。
被
害
を
軽
減
す
る
に
は
、
個

体
数
を
減
少
さ
せ
る
事
が
最
大
の
有
効
施

策
と
考
え
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
狩
猟
者
の
増
加
を
図
る
た
め

の
支
援
と
と
も
に
、
狩
猟
条
件
の
緩
和
な

ど
に
つ
い
て
県
・
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た

い
。

⑴
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
認
証
に
か
か
る
手

続
き
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
広
報
を
強

化
し
、
農
業
者
に
よ
る
認
証
取
得
を
す
す

め
、
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
図
り
、

安
全
・
安
心
な
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
を

推
進
さ
れ
た
い
。

⑵
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
お
米
や
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
舞
ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
を
中
心

と
し
た
安
全
・
安
心
な
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド

農
産
物
の
普
及
を
さ
ら
に
す
す
め
つ
つ
、

「
（
仮
称
）
地
産
地
消
推
奨
店
」
の
プ

レ
ー
ト
を
作
成
し
、
豊
岡
産
農
産
物
を
扱

う
店
舗
、
食
材
と
し
て
利
用
す
る
飲
食
店

や
宿
な
ど
に
掲
示
し
て
も
ら
う
取
り
組
み

を
進
め
る
な
ど
、
豊
岡
産
農
産
物
の
消
費

推
進
を
図
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

⑶
食
農
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代

が
農
業
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
た
め
に
、

農
業
団
体
や
食
品
関
連
企
業
と
も
連
携
し
、

地
域
・
学
校
・
園
に
お
い
て
、
そ
の
地
域

の
伝
統
野
菜
や
行
事
食
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
食
農
教
育
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
い
。

⑴
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
推
進
に
つ
い
て

　

現
状
、
農
業
者
の
多
く
が
「
ス
マ
ー
ト

農
業
」
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
を
推
進
す
る
た
め
、

関
係
組
織
や
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
い
う
言
葉
・

狙
い
・
活
用
事
例
・
費
用
対
効
果
等
の
内

容
、
相
談
窓
口
、
補
助
金
の
有
無
等
、
情

報
を
収
集
し
広
報
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

加
え
て
、
市
が
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
に

取
り
組
ん
だ
３
年
間
の
実
施
例
に
つ
い
て

も
、
農
業
者
の
参
考
事
例
と
な
る
よ
う
成

果
を
検
証
の
う
え
、
広
報
に
努
め
ら
れ
た

い
。

⑵
「
農
福
連
携
」
運
用
の
仕
組
み
作
り
に

つ
い
て

　

農
福
連
携
は
、
障
害
を
持
つ
方
々
が
農

作
業
を
通
じ
て
自
信
や
生
き
が
い
を
持
っ

て
社
会
へ
参
加
し
や
す
く
な
り
、
他
方
、

農
業
分
野
で
の
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
や

働
き
手
不
足
の
解
消
と
な
り
、
双
方
の
持

つ
課
題
が
解
決
で
き
る
有
効
な
取
り
組
み

と
考
え
ま
す
。

　

市
は
、
小
さ
な
世
界
都
市
・
豊
岡
の

『
豊
岡
グ
ッ
ド
ロ
ー
カ
ル
農
業
』
を
意
識

し
た
、
福
祉
と
農
業
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
運
用
し
易
い
、
多
様
な
人
材
を

活
か
し
た
独
自
の
仕
組
み
作
り
を
行
い
、

普
及
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑴
農
地
利
用
最
適
化
に
関
す
る
連
携
支
援

に
つ
い
て

ア　

農
業
委
員
会
は
、
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
及
び
解
消
の
た
め
、
区
・
農

会
・
営
農
組
合
等
の
協
力
を
得
て
、

担
い
手
へ
の
利
用
集
積
な
ど
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
市
は
、
県
・

国
・
農
地
中
間
管
理
機
構
の
補
助
制

度
の
活
用
な
ど
連
携
支
援
を
よ
り
一

層
強
化
さ
れ
た
い
。

イ　

市
内
全
域
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
は
、
プ
ラ

ン
の
実
質
化
を
推
進
す
る
た
め
、
農

業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
・
区
・
農
会
と
の

連
携
を
深
め
る
よ
う
指
導
を
一
層
強

化
さ
れ
た
い
。

　
　

な
お
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
補
助

制
度
が
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
も
の

と
な
る
よ
う
、
強
く
働
き
か
け
ら
れ

た
い
。

⑵
発
生
防
止
及
び
解
消
に
向
け
た
具
体
的

な
支
援
に
つ
い
て

　

遊
休
農
地
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
転
作

作
物
、
ビ
オ
ト
ー
プ
等
の
活
用
提
案
を
行

う
な
ど
幅
広
い
支
援
を
進
め
ら
れ
た
い
。

ア　

近
年
、
遊
休
農
地
予
備
軍
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
市
は
、
区
・
農
会
が
地

域
で
守
る
べ
き
農
地
を
決
め
、
そ
れ

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
豊
岡
市
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
幅
広
い
指

導
を
さ
れ
た
い
。

イ　

市
・
県
が
一
体
と
な
っ
て
、
大
型
機

械
を
使
用
す
る
た
め
、
地
域
で
水
田

の
大
型
化
や
農
道
拡
幅
、
水
路
改
修

等
の
基
盤
整
備
を
行
う
よ
う
、
よ
り

一
層
の
指
導
を
さ
れ
た
い
。

ウ　

中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢
者
が
地
域

の
担
い
手
と
な
り
農
地
を
守
っ
て
い

ま
す
。
市
は
、
個
人
で
対
応
で
き
な

い
遊
休
農
地
に
つ
い
て
、
地
区
組
織

で
取
り
組
め
る
よ
う
指
導
と
支
援
の

充
実
を
さ
れ
た
い
。

⑴
担
い
手
農
家
の
育
成
と
支
援
に
つ
い
て

ア　

農
業
ス
ク
ー
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で

17
名
が
卒
業
し
、
う
ち
16
名
が
就
農

し
て
お
り
、
市
の
農
業
の
担
い
手
育

成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
市
は
、
同
制
度
を
今
後
も
継
続

す
る
と
と
も
に
、
女
性
活
躍
社
会
の

実
現
や
人
生
1
0
0
年
時
代
を
見
据

え
、
シ
ニ
ア
世
代
を
含
め
る
な
ど
引

き
続
き
募
集
要
件
の
見
直
し
を
さ
れ

た
い
。

イ　

ス
ク
ー
ル
卒
業
生
の
自
立
を
促
進
す

る
た
め
、
初
期
投
資
に
係
る
支
援
制

度
の
拡
充
と
事
業
が
軌
道
に
乗
る
ま

で
の
さ
ら
な
る
技
術
指
導
を
検
討
さ

れ
た
い
。

⑵
集
落
営
農
の
育
成
と
支
援
に
つ
い
て

ア　

集
落
営
農
の
構
成
員
は
年
々
高
齢

化
し
て
お
り
、
後
継
者
の
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、
県
・

国
・
農
地
中
間
管
理
機
構
・
Ｊ
Ａ
と

一
体
と
な
っ
て
、
集
落
営
農
が
持
続

す
る
よ
う
、
長
期
に
わ
た
る
育
成
・

支
援
制
度
を
確
立
さ
れ
た
い
。

イ　

既
存
の
集
落
営
農
組
織
で
は
、
米

価
の
下
落
や
構
成
員
の
高
齢
化
を
背

景
に
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
の
で
、

省
力
化
に
寄
与
す
る
機
械
・
技
術
の

導
入
や
既
存
機
械
更
新
時
の
支
援
制

度
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑴
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
重
点
的
に
推
進

す
る
よ
う
法
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

区
・
農
会
等
に
よ
る
話
し
合
い
に
基
づ
く

プ
ラ
ン
の
実
質
化
を
推
進
す
る
た
め
、
市

は
、
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
・
区
・
農
会
と

の
連
携
を
深
め
る
施
策
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。

⑵
豊
岡
市
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度

の
推
進
に
つ
い
て

ア　

共
同
活
動
に
つ
い
て

　
　

交
付
金
申
請
事
務
の
簡
素
化
に
つ
い

　
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
先
立
ち
、
10
月
８
日
、
大
原
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
代
表
委
員
５
名
で
市
長
室
を
訪
れ
、
意
見
書
の
趣
旨

を
説
明
し
、
市
の
農
業
の
実
態
に
応
じ
た
農
業
施
策
を
積
極
的
に
推

進
い
た
だ
く
よ
う
、
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

１ 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
及
び

解
消

４ 

有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
の

強
化

５ 

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進

及
び
地
産
地
消
と
食
農
教
育

２ 

担
い
手
農
家
や
集
落
営
農
の

育
成
と
支
援

３ 

地
域
を
支
え
る
農
政

６　
そ
の
他

豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

市長と大原会長他代表委員


